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今回の内容 「体験 ・表現の学びの表現物による国語力の育成

1 趣 旨

国語力育成を教育目標の一つとして,多 くの教育実践が行われているc語 彙の獲得であつたり,論 理的な思考力や情緒

力の育成であったり,日 語科で扱われる国語力は言葉を中巧酎こしたものであるが,生 活科でいう国語力の場合は,体 験と

つないだことばや,ズ 議 現に限らなしヽ吉声での表現や身体表現を含む表現の力まで広く考える。

本単元では,学 習摘導要領の内容②「家庭生活を支えている家族のこと札 自分でできることなどについて考え, 自分

の役割を積極的に果たすとともに,規則正しく健康に気をイ報ナて生活するようにする.」を受け,児童が家庭での生ゴ舌に関

心をもち,家 庭生活を支えている家族弱磐 11や関わりがわかり,お 手伝いを通して, 自分J黙 1を融 的に果たすことを

ねらいとした

本革元では,単 元全体を通して児童の自分についての意識 ・家庭鎗椰姥期iける意欲を指導要領のねらうところに高め

るために,「児童の気付きや態度の変容は、体験とそれにつながる表現活動に(其つてなされる。」と考え、体験と表現活動

で多様な学習を行うこと、体験を家族と共に行つたり交流という他者との関わりを行つたりすることなどを試みている。

香 川 県生 活科 教 育研 究会編 集 部

2 単 元構成 「わたしも,お てつだいをがんばるよ」

<問題を走)つ>

夏休みのお手伝いを振り返り,家 の人研 士:事にはどんなt)のがある力!調べる言1押子を立てる。

<観 察 ・1線 ・表現 ・考える>

家の人に化i算について,ど んなものがあるかインタビューする。(菊逮若認)

家の人のイ士簿調べをする。

家の人の仕事を発表する。

<体験 ・交流 ・表現 Ⅲ考える>

家庭で, 自分ができるお手伝いをする。

自分がしたお手伝いを知らせ合う。

さらにがんばるお手伝いを考える。

お予伝いのこつを家の人にインタビューする。

お手伝いの日記をかく.

お手伝い発表会の準備をする◆

お手伝し▼鉄 会をするc

(紳 )

卿 )

帥

<振 り返り表現する>

家の人に感謝の手紙を書き,こ れからも続けるお手伝いを決める。

i詔裟

<日 常活動>

続けたいお手伝いを決める。

お手伝いを続ける。 (雛 l摺 )

考 える

技 現 する

交 流 する

考 える

自己を振り返
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3 本 時の学習

(1)用 標
・ 自 分がしたお手伝いを聞いている人に分かりやすく, して見せることができる。
・ 友達の1発表を聞いてよかつたことullりたいことを見つけることができるG

(の 4¥擢補熱報酌健                              ギ 控封酔影舌 (Tl)  決 務勢嬉歳(T2)

瑠 平記子ヨ5る 受想される児童の反応と意識の浦
ク
と 教師の指導 ・支援と評価

発表会で話すこと

を思い出寸子、

お!手伝いじまん発

表会で発表したり友

達の発表を聞いたり

'~る。

・こつはこオしだ
・気をつけることは
・T‐41貞ヤま

友達の発表を聞い

て 「すごいねカー 向

や 「おしえてカー ド」

に思つたことをまと

める。

お手伝いしたことを友達に分かりやすく紹介し
11。

・何を紹介したいな ど うや

つて紹介する力、 ど こ
ヤ
d可を

使つて紹介するのかを確認す

る。( T l )
・準備物や紹介の!割慎が不十

分な児童を支援するの(ア「2)

・甫i押手に書いたワークシこ一ト

のよかったところにコメント

をノせし,こ つなどを上手く伝

えられるようにする。(Tl)
・r―l頃に4‐ヽつて実演できるよ

うに前鷲)って準備物を確かめ
ヤ
ておくてぉ('12`)

家庭科室で野菜を

切るところを発表

サ
‡
るよ。 |こ群‖卜審判

花に水をやりすぎ

ないように気をつ

けるんだよ。 陸菱劉隆劉 市
■

:T‐ll頂やこつの説明ができ

たカキ、

包丁を使うときは|

精を丸くして切ら|
ないようにしてた1

水が少なくていい|
お花や)あるんfぷ

チューリップほど|

以 下はちざ寺

・内容をよく聞けるように,
「隣の子にカー ドを渡す」とい

う課題を持つて発表会に参加

させる。(′「1)
。「すごいオよカー ド」「おしえ

てカー ド」を甫il‐tぅつて渡して

おく。( ・r 2` )
。発表中に見ていた児童から

発せられた感想などを板書L′

ておき。 ま とめるときのヒン

トにさせるs(Tl)
・ポイントがつかめない児:童

には個別に声を力Wする。

副友敵)イ子ど処品!韮ユム
こつや1調1膜のよさが見つけ

られ,た力、

・友)差の反応がわかるように,

先にカー ドを交換させる。

( ″1 ｀1 )

・それぞれが善く甫徹こ,何 人

か|ヨ穀思を発表させ, 由分α)

発表で、上手く伝えら才L!たこと

やよかつたと思う方法などが

表現できるように活動のポイ

ントを確認させる。('I1`)
・書く活動が苦手な児童に個

男叫にヒントを与えたり,よ い

表現を認めたりする。

( T l _ .  T 2 )

4 お 手伝いじまん発

表会をして,思ったり

考えたりしたことを

書く。

( 1 )「す酌 ねヽカー 出
「おしえてカー 脱を

交換する。

0感想を発表する。
0感 想を書く.

切つたときに、す

ゴいって言つても

らえてうれしかつ

名

毎日忘れないで水

やりしていて,経

介できたよじ 1 評!          iよ
うになつたか も 1
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４

　

Ｄ

表現活動による国語力育成のために

表現活動と児童の記録

いえのしごと み つけたよ

・家の人から家フX士算について

インタビューしれ たくさんの

仕事の名前を集め亀

しらべをしてわかつたよ はつぴょうなきいてわかつたよ

。「がん|ずリカード」をつけな

がらお千伝いを行う◆家の人の

励ましがうれしかつ亨仏

はつぴょうかいのじゅんびを

しよう
・こつを分かりやすく言うために,

お手伝しWこ必要な道具を用意した

り,必 要な道具を用意したり,何

を使ってどうするかを考えたりし

ていることが分かるc

すごいねカード

・家の仕事が多様なものである

ことに気付き,家 の人の日々 の

家の人にインタビューして,

L手くできるようになりたい

とサ頼う気持ちが強くなつた

おしえてカー ド

・友造が家の人の大変さを考え

たり,感 謝の気持ちをもつたり

していることに気付いた児乱

刊1東が7舌かされ′て、 卜i手くでき

た様子がたくさん善カサ丁ている。

じまんたいかいをしておもつたりかんがえたり

したことおじえて かあど

匝 1理珂さぃ

・自分と比べていいとこ   ・ 新しいお手伝しWこ拐餓

ろを見つけている子が多   す るきつ力対すになればと

か つ た 考えて用i乱 ・友達のよいところを見て,ま ねしたいという意欲が

高まる。

自分の活動をどう自己言軸 しているか,友 達の活動や発表をどうこ詔轟した力均`それぞれのカー ドに表さ才している.カ ー

ドの内容や書きぶりが変容している授業では,児 童が新ししY気付きをもつたり,活 動への意欲が高まったりしているので

はないだろうれ

重左王玉ヨ貰登!頸延王羊
;

蠍!シ||ゴ
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実生活で生きる回語力 ‐ 家族の一員として生きるために一

「お手つだいじまんはつぴょうかい」では 取り組んだお手伝い

の中から自信を持つて紹介できるものを選んで紹介することとし

た 発表会では,家の人から仕事をするときの調頃やこつを聞き,

自分ががん|ゴつてきた家の仕事のことを自信を持つて紹介してい

る。

紹介するために、何をどう説明するか、1分かりやすく説明す

るために準備しないといけないものを考えたり用意したりするこ

と,説 明する順番や紹介したいこつなどを項目ごとに分けて書く

ようヤこじツこぅ

このことは、友達の発表を聞いて,新 しいお手伝↓W到文り組も

うと考えた児童にとつては,お 手伝いのイ上方が具体的に紹介され

るので、次の活動にスムーズに入るきつ力対すとなると思われた

また,自 分のこれまでのお手伝い研=上方を振り返る機会となり,

より活動に自信が持てたり齢 力対向上したりすることにつながり,

家族の一
員としての自分の姿が意識できるようになるのではない

だろうれ

(D生 椅科ワークブックの活用

本単元では、生活科ワークブック いえのしごとをわけてみよう を,/J 導ヽ元 「いえの人のしごとをしらべよう」で,

こんなことしたよ を小単元 「お手つだしWこちょうせんだ」

て書く表現に活用した

今lrrlの展開では,た くさんの仕停事を見つけさせたいと

考えて使った 「いえのしごとみつけた(其」など,生 活科

ワークブックにないワークシー トも活用したD しかし,

その場合も生活科ワークブックを資料卜として活岸]してい

る。特に,生 博科ワークブックにある挿絵や記入例など

が視覚的な資料となり,お 手伝いの活動そのものをイメ
ーラ〉するのにも役立った。お手伝いな具体的にイメージ

することで,活 動への意欲づけが麟
‐
したと考えている。

また,お手伝いのこつを見つけていく過程でも,フー

クブックを参考にして!刊唄の大切さをつかむことがで

きていた

の 交流で深まる考え、広がる意欲

振り返りの過程では, オ人で振り返るのではなく,ペ アやクラス全体での交流の場で自然と自分の体験と友達の体験

を比べて振り返つている児童が多数いた。相手から学んだり相手によつて気付かせてもらつたりすることも自己を振り

返る有効な手立てとなっ名

また,お 手伝いをしていく中で,お 手伝いが導なる 「手伝い」から 「家族の一員として家のために共に働き共に楽し

む活動」へと変化し,家 族との交流を通して,児 童が家族の中で成長している自分に気付くきつ力弔すとなったり,家 族

の役に立ちたいという意欲を高めるものになったりしている。

[執筆にかかわつた月

指導  坂 東 博 文 漏 ゆヽ

石)|1 健一 飯南′Jゆ

二木 省 二 保 林′↓ゆ

協格プ」 森川 宏 子 (城東/Jゆ

高木 由 美子 0城有ガゆ

中尾 真 弓 (飯南ノ!ゆ

真鍋 雅子 (岡田/」ゆ

久利 知 光 q予卜十高/Jゆ実践  大 森 清美 1城東ノい

で使用した。ワークシートとし″て自分のしたお手伝↓Wこつい

(しことの じゆんばんを つづきえに しよう)

騨スト掛蘇ぇをとダをど魯宮うyゆ潮ざんで使とをしているか
甘

ぬろう。じぶんの

いえの し ことを わ けて み よう

は、ろ そ う じ) ( せん た く) (に`つ`たち|| )
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